






































































































































そのため、続く 1980 年代は治安をめぐる諸政策は「正当な刑罰（Just 
Desert）」論が賛同され、厳罰化政策に方向転換し（清永・徳岡2002：57-82）、

















































































































































































































































































































2000 年 代 初 頭 ま で RP の 財 政 援 助 を 行 い、実 践 を 奨 励 し た（Minnesota 
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領域理論（Social Cognitive Domain Theory）として発展し、ポスト・コー
ルバーグ理論とも呼ばれる。同理論に基づいた道徳教育もシカゴ市内の公立
学校で実践されている（小柳2004）。
























10	 	IIRP ホームページのワクテルによる概要文も参照。http://www.iirp.org/ 
whatisrp.php（2013 年 9 月 24 日閲覧）。なお、現在では Costello.Wachtel& 
Wachtel（2009、2010）が研修用教科書として使用されており、筆者が参加した
第14回IIRP国際会議時（2011年6月）での研修でも使用された。
11	 	JCは規律を重んじて正義を実現していく点で、ゼロトレランスと同質のもの
とする見解もあるが（諸富2007：203）、この「正義」の解釈はやや限定的で
あり、発達段階に応じた正義の観点分析が必要である。
追記
　脱稿後、2013年10月に文部科学省「道徳教育の充実に関する懇談会」が小中
学校の道徳を「特別の教科」に格上げすべきとの提案を行い、12月には『今後
の道徳教育の改善・充実方策について（報告）－新しい時代を、人としてより
良く生きる力を育てるために』を文部科学大臣に提出した。同報告書では、い
かに道徳教育推進教師等を有効に機能させつつ、家庭や地域とも連携しながら
道徳教育を効果的に実践するかを現場に求める内容となっている。また、科目
の特性上、道徳を教科化しても数値による評価はなじまないとし、多様な評価
方法の検討を求めている（pp.13-15）。道徳は教科にすべきものなのか疑問も残
るが、さしあたり、本稿との関連で言えば、道徳教育実践の評価の一視点とし
て、「学習としての評価」は有効であろうと思われる。なお、道徳の「特別の教
科」化をめぐる議論の検討は今後の課題としたい。
